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遠方宇宙で爆発的に星形成を行っていると考えられているサブミリ波銀河は z = 2− 3で最も観測されており、
その星形成の起源については銀河合体やガス降着等の可能性が議論されてきている。その中でも、爆発的星形成
が短期的なものであるのか長期的なものであるのかについてはいまだに判明していない。特に z > 4を超えるよ
うな高赤方偏移においては赤方偏移の同定されているサブミリ波銀河も少なく、その性質について議論するため
にはより大規模なサブミリ波銀河の観測が必要である。
本研究では非常に広く、多波長で観測が行われている COSMOS領域に存在する 160個の明るい (S870µm ≥

6.2mJy)SCUBA-2検出のサブミリ波源に対し、ALMA Band7で追観測を行い z = 4.6の [C ii]輝線天体と候補天
体を 5つ検出した。5天体はすべて回転ガス円盤をもち、等温球モデルを用いて推定した各銀河のハロー質量は非
常に大質量 (2− 8× 1012M⊙)であった。各銀河のハロー質量とハロー質量関数との比較と、ガス円盤の観測から、
大質量ハローにおけるサブミリ波銀河の長期的星形成を支持する結果が得られた (duty cycle = 50-100%)。z > 3
の大質量ハローにおいては連続的ガス降着も活発であるため、その寄与は重要である可能性が高い。また、これ
ら 5天体の天球面上での分布のスケール (7′ ≃ 15cMpc)と、星形成率を全ガス降着率で割った星形成効率 (∼ 0.1)
は、先行研究において z = 0でMh ∼ 1015M⊙となる大質量ハローが z ∼ 4− 5で持つと示唆されている値と一致
しており、z = 0で大質量銀河団となる原始銀河団の最も星形成の効率的な時代を観測したと考えられる。


